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合 の要 t::. 日
松代(1964) が分離した形質導入フアージは，大腸菌のトリプトファン・オペロンをオペレーター





大腸菌のトリプトファン・オペロンは， A. B ・ C ・ D および E シストロンとオペレーターとから
構成されている。以下の実験では，アントラニル酸要求株 (E-) とトリプトファン要求株 (B -)を
使用した。大腸菌フアージφ80由来の形質導入フアージの一つ，ゆ80pt。は D および E シストロンとオ
ペレーターを運んでいるが， A. B ・およびC シストロンを欠失している。他の一つの φ80pt1 はシ
ストロン A ・ B ・ C ・およびDの一部を運んでいるが， E およびオペレーターを欠失している。これ
らのフアージ，ゆ80， ゆ80pt。およびゆ80pt1 は cQ-immune である。
( 1 ) 
ゆ80 pto(E+O つをアントラニノレ酸要求性大腸菌 (E-) のゆ80 -溶原株あるいは非溶原株に感染さ
せると， トリプトファンが存在しない場合に限り，フアージが運び込んだE遺伝子はアントラニJレ酸
合成酵素を作り， トリプトファンが存在すれば作らない。また大腸菌 R try- 株(トリプトファン合







































けるようになるかという問題は，既に1960年頃から A フアージや P1 フアージの系で研究されていた
が，形質導入フアージがいずれも defective で，形質導入をしない helper phage が多量に混在し
ているため，はっきりした結論は得られていない。
この研究は， defective でない形質導入フアージ <þ80pt。の分離に成功したことから出発して，乙






φ80 pt 1 は， トリプトファン・オペロンのオペレーターおよびオペレーター側の 2 遺伝子を欠失し
て，残りの 3 遺伝子を組込んでいる口とれらの遺伝子の発現がフアージ免疫物質によって支配される
ようになっていることが見事に示されているが，これはもともと無関係な二種類の遺伝形質が同じ制
御を受けるようになったことを示す興味ある一例である。
この研究は飛躍的に発展しつつある微生物遺伝学に一つの貢献をしたものと認められる。
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